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次世代マルチメディアの記録媒体であるＤＶＤ（digitalvideodisc）は、映像用、音

楽用、コンピューター・データ用の記録媒体を統合できるメディアとして大いに期待され

ている。しかし、現行の技術ではＤＶＤ－ＲＡＭで片面記録容量2.6Ｇバイト、ＤＶＤ

－ＲＯＭで片面記録容量４７Ｇバイトを超えることは難しい。その理由の一つに、光源

として波長が650,mの半導体レーザーを用いているからである。しかるに、最近、二つ

の方式で波長400,m付近のレーザー光源が開発された。すなわち、青色ＳＨＧ（波長425,m）

とＧａＮ系半導体レーザー（波長410,m）である。これにより、ＭＰＥＧ２の画像圧縮

方式と併用して片面１５Ｇバイトの新世代ＤＶＤが開けた⑦これには当然、波長400,m付

近で大きな反射率差を有する記録媒体の開発が前提となっている｡我々は以前より、ZnO系

薄膜の光学特性を調べ、短波長の次世代光記録膜としての可能性を検討してきた。そして、

種々実験を重ね、Zn-Ga-In系酸化物薄膜が最適であることを見出した。１）成膜過程：３

つのターゲット（９９．９９９％）は、Ｚｎ、７Wt％Ｇａ２０３を添加した．ＺｎO(GZO(7Wt％））、お

よび7Wt％1,203を添加したZnO(IZO(7Wt％）)であり、これらは20rpmで回転している。

ＲＦマグネトロン方式で、６０rpmで回転しているCorning＃7059基板上に堆積させる。

最適のＲＦパワーは||頂に９０，６０，６０Ｗであった。２）実験結果および検討：示差熱量計測

（ＤＳＣ）より、吸熱ピーク温度はZn、Ｚｎ＋GZO（７Ｗt％）、Ｚｎ＋GZO（７Wt％）＋IZO（７Wｔ

％）の場合、順に415.5°Ｃ、406.3°Ｃ、４０４７℃と低下することがわかった。さらにＺｎ

＋GZO、Ｚｎ＋ＧＺＯ＋IZOの場合、それぞれ325.3℃、285.0°Ｃとより低温側に第２のピ

ークが認められ、これが、レーザービームによる書き込み感度の上昇に寄与する事がわか

った。透過率スペクトルの測定より、上記最適パワーで堆積した厚さ200,mの膜の、as

deposited状態と350℃×３０mｉｎの条件でannealした状態間の透過率差は波長400nmで

72％、波長390,mで６１％、波長380,mで４１％もあることがわかった。これにより、波長

400,m対応の次世代光記録膜として十分な特性を有する記録媒体が見出された。Ｘ線

回折(ＸＲＤ）の測定より、asdeposited状態ではZn(002)､Zn(100)､Zn(101）のピークが存

在し、anneal状態ではこれらが消滅することがわかり、透過率差をもたらす原因がZn←→

ZnOの酸化一環元反応に帰することがわかった。また、Ｎｄ:YAGレーザーのSHG(波長532,m、

６，sのパルス）を用いてこの膜に書き込むことに成功した。３)まとめおよび今後の予定：

波長400,m対応の次世代光記録媒体としてのZn-Ga-In系酸化物薄膜を、ＲＥマグネトロ
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ンスパッタ方式にて成膜することができた。目下、さらに高密度の波長350,m対応の記

録媒体を開発中である。
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